
 

食品ロスを 

    減らしましょう！ 
 

          

『まだ食べられる』のに、捨てられてしまう食品のことです。日本 

では国民一人当たり、毎日おにぎり 1 個分約 114g の食べ物を 

捨てています。 

しかし、令和５年度小樽市で食品ロスの調査を行ったところ、全国平均を上回る 

一人当たり、毎日おにぎり 1.7 個分約 191g の食べ物を捨てていました。 

食品ロスを減らすことで、ごみの運搬や焼却に使用される燃料が減り、排出される 

CO２の削減になるとともに、焼却後の灰の埋立ても減ることで環境負荷の軽減にも 

つながります。 

また、食料が不足している国々にまわして、飢餓に苦しむ子どもたちを救うことも 

できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本で家庭から排出される食品ロスの量は、家庭ごみの約８％ですが、小樽市では 

約 13％と平均を上回る結果でした。内訳としましては、燃やすごみの約 13.4％が 

調理くずと一番多く、次に未開封が約 4.3％、食べ残しが約４％でした。また、燃や 

さないごみにも食品ロスが約 3.4％含まれていました。全国的な傾向としましては、 

未開封が食品ロス全体の１割程度と一番少なくなりますが、小樽市では未開封のまま

捨てられる食品ロスの割合が食品ロス全体の２割と高い傾向にあります。 
                                                                                                                             

食品ロスとは 

小樽市における食品ロスの傾向 

白樺の妖精レッタくん 
日本では平均毎日おにぎり 

１個分食品ロスが発生 

小樽市では平均毎日おにぎり 

1.7 個分食品ロスが発生 



    家庭の食品ロスの原因 

調理くず 
・皮を厚く向きすぎるなど調理技術の不足 

・過度な健康志向 

未開封 

・冷蔵保存の食品を常温保存するなど長持ちしない保存方法 

・レシピを知らなくて食材を調理しきれない 

・贈答品でもらった食べ物が好みではない 

・保管していたことを忘れた 

食べ残し 

・残り物を後で食べようと思い、保存していたことを忘れた 

・作りすぎ 

・好き嫌い 

・料理の失敗 

        

 

 

 

フードドライブとは、家庭で余っている食品を集めて、食品を必要としている地域の生活困窮 

者支援団体、子ども食堂、福祉施設等に寄付する活動のことです。 

フードバンクとは、食品の収集・保管・管理・配布までの一連の活動のことになります。 

本来、食品は計画的に購入し、ご家庭で「使いきり」「食べきり」をしていただくことが一番で

すが、贈答品として大量にもらってしまうなど、家庭では消費しきれない場合があります。 

そういった食品は、フードバンクを実施している団体にフードドライブして、「食品ロス」の削

減をお願いします。 

     詳しくは下記のアドレスを確認願います。 

     https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2023020700017/ 

 

 

食用油の資源化業者が、小樽市役所や小樽市内のスーパーで、未使用や使用済みの食用油の無 

料回収を行っております。 

回収された油は、石けんや洗剤の原料、家畜のえさ、バイオ燃料の原料として再利用されます。 

ご自宅で利用された食用油は、販売時の食用油の容器やペットボトル（５００ミリリットル～ 

２リットル）に入れて、回収ボックスまでお持ち込みいただきますようお願いします。 

   詳しくは下記のアドレスを確認願います。 

     https://www.city.otaru.lg.jp/docs/2023090600057/ 

 

 

    

  小樽市生活環境部ごみ減量推進課・生活安全課 

0134-32-4111（内線 323･389） 
gomi-genryo@city.otaru.lg.jp 

seikatu-anzen@city.otaru.lg.jp 

小樽市内での食品ロス削減への取組み 

フードドライブ・フードバンク 

 

『もったいない』の精神で  
食品ロスを減らしましょう！ 

食用油（廃食用油）の回収 


